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農薬・動物用医薬品部会報告について

平成 28 年９月５日付け厚生労働省発生食 0905 第２号をもって諮問された、食品衛生

法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第１項の規定に基づくチフェンスルフロンメチル

に係る食品中の農薬の残留基準の設定について、当部会で審議を行った結果を別添のと

おり取りまとめたので、これを報告する。



チフェンスルフロンメチル 

 
今般の残留基準の検討については、関連企業から「国外で使用される農薬等に係る残留基

準の設定及び改正に関する指針について」に基づく残留基準の設定要請がなされたことに伴

い、食品中の農薬等のポジティブリスト制度導入時に新たに設定された基準値（いわゆる暫

定基準）の見直しを含め、食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたことを踏ま

え、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：チフェンスルフロンメチル[ Thifensulfuron methyl(ISO) ] 

 

（２）用 途：除草剤 

スルホニルウレア系の除草剤である。植物の細胞分裂に必要な分岐鎖アミノ酸の生合

成に関与するアセトラクテート合成酵素(ALS)の働きを阻害することにより殺草効果

を示すと考えられている。 

 

（３）化学名 

Methyl 3-(4-methoxy-6-methyl-1,3,5-triazin-2-ylcarbamoylsulfamoyl) 

thiophene-2-carboxylate（IUPAC） 

Methyl 3-[[[[(4-methoxy-6-methyl-1,3,5-triazin-2-yl)amino]carbonyl]amino] 

sulfonyl]-2-thiophenecarboxylate（CAS） 

 

（４）構造式及び物性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分子式  C12H13N5O6S2 

分子量  387.40 

水溶解度 0.037 g/L (20℃, pH 4.56) 

分配係数 log10Pow = 0.0253 (pH 5) 

       log10Pow = -1.65  (pH 7) 

       log10Pow = -2.10  (pH 9) 
 



２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

また、だいず、トマト等に係る残留基準の設定についてインポートトレランス申請がさ

れている。 

 

（１）国内での使用方法 

① 75.0%チフェンスルフロンメチル水和剤 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

適用 

土壌 

使用量 本剤

の 

使用 

回数 

使用 

方法 

適用 

地帯 

ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒ

ﾁﾙを含む農

薬の総使用

回数 

薬 量 
希釈 

水量 

小麦 

(春播) 

一年生 

広葉雑草 
小麦3～5葉期 

全土壌 

(砂土

を 

除く) 

3～5  

g/10 a 

100 L 

/10 a 
1回 

雑草茎 

葉散布 

北海

道 

1 回 

小麦 

(秋播) 

ｷﾞｼｷﾞｼ類 幼穂形成期 た

だし、収穫45

日前まで 

一年生 

広葉雑草 

7.5～10 

g/10 a 

小麦 

一年生 

広葉雑草 

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯ

ﾎﾟｳ 

は種後～節間

伸長前(ただ

し、ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟ

ｳ 5葉期まで) 5～10 

g/10 a 

雑草茎

葉散布

又は全

面土壌

散布 

東北 

以西 

(九州

を 

除く) 

麦1葉期～節

間伸長前(ただ

し、ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟ

ｳ 5葉期まで) 

雑草茎 

葉散布 
九州 ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ 

麦 1葉期～節

間伸長前(ただ

し、ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ 1

～3葉期まで)

土壌処理剤と

の体系処理で

使用 

10  

g/10 a 

大麦 一年生 

広葉雑草 

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯ

ﾎﾟｳ 

麦 1葉期～節

間伸長前(ただ

し、ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟ

ｳ 5葉期まで) 
5～10 

g/10 a は種後～節間

伸長前(ただ

し、ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟ

ｳ 5葉期まで) 

雑草茎

葉散布

又は全

面土壌

散布 

東北 

以西 

(九州

を 

除く) 

 

 

 

 

 

 



② 0.15％チフェンスルフロンメチル粉粒剤 

作物名 適用雑草名 使用時期 
適用 

土壌 
使用量 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 
適用地帯 

ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ

を含む農薬の 

総使用回数 

小麦 

大麦 

一年生 

広葉雑草 

スズメノ 

テッポウ 

は種後～ 

麦3葉期 

(雑草発生前 

～発生始期) 

全土壌 

(砂土を 

除く) 

4～5 

kg/10 a 
1回 

全面 

土壌 

散布 

北海道を 

除く全域 
1回 

 

（２）海外での使用方法 

① 50％チフェンスルフロンメチル水和剤（米国） 

作物名 
1 回当たりの 

使用量 

本剤の使用回数 

(年間総使用量) 
使用時期 使用方法 

だいず 
0.125 oz/Acre 

(4.38 g ai/ha) 
1 回 

作物 3葉期以降、 

収穫 60 日前まで 

雑草茎葉 

散布 

遺伝子組換え 

だいず 

0.125～0.5 oz/Acre 

(4.38～17.5 g ai/ha) 

0.5 oz/Acre 

(17.5 g ai/ha)以

内 

作物 3葉期以降、 

収穫 60 日前まで 

雑草茎葉 

散布 

とうもろこし 
0.125 oz/Acre 

(4.38 g ai/ha) 
1 回 

作物 2～6葉期 

ただし、草丈 16インチ以下 

雑草茎葉 

散布 

穀類 

(小麦、大麦、 

ライ麦) 

0.45～0.9 oz/Acre 

(15.8～31.5 g ai/ha) 
1 回 

作物 2葉期以降 

ただし、止め葉 

出現前まで 

雑草茎葉 

散布 

穀類 

(オーツ麦) 

0.45～0.6 oz/Acre 

(15.8～21.0 g ai/ha) 

作物 3葉期 

ただし、節間伸張前まで 

雑草茎葉 

散布 

べにばな 
0.45～0.6 oz/Acre 

(15.8～21.0 g ai/ha) 
1 回 収穫 81 日前まで 

雑草茎葉 

散布 

亜麻 
0.3 oz/Acre 

(10.5 g ai/ha) 
1 回 

作物 1/2 インチ高～着蕾期

前まで 

雑草茎葉 

散布 

ai：active ingredient（有効成分） 

 

② 75％チフェンスルフロンメチルドライフロアブル（米国） 

作物名 
1 回当たりの 

使用量 

本剤の使用回数 

(年間総使用量) 
使用時期 使用方法 

だいず 
0.083 oz/Acre 

(4.36 g ai/ha) 
1 回 

作物 3葉期以降、 

収穫 60 日前まで 

雑草茎葉 

散布 

遺伝子組換え 

だいず 

0.333 oz/Acre まで 

(17.5 g ai/ha) 

0.333 oz/Acre 

(17.5 g ai/ha)以内 

作物 3葉期以降、 

収穫 60 日前まで 

雑草茎葉 

散布 

とうもろこし 
0.084 oz/Acre  

(4.4 g ai/ha) 
1 回 

作物 2～6葉期 

ただし、草丈 16インチ以下 

雑草茎葉 

散布 

穀類 

(小麦、大麦、 

ライ麦) 

0.3～0.6 oz/Acre 

(15.8～31.5 g ai/ha) 

1.0 oz/Acre (52.5 

g ai/ha) 以内 

作物 2葉期以降 

ただし、止め葉 

出現前まで 

雑草茎葉 

散布 

穀類 

(オーツ麦) 

0.3～0.4 oz/Acre 

(15.8～21.0 g ai/ha) 
1 回 

作物 3葉期 

ただし、節間伸張前まで 

雑草茎葉 

散布 

なたね 
0.3～0.6 oz/Acre 

(15.8～31.5 g ai/ha) 

1.0 oz/Acre (52.5 

g ai/ha) 以内 
植付 45 日前まで 

移植前全面

土壌処理 

棉実 
0.2～0.33 oz/Acre 

(10.5～17.3 g ai/ha) 

1.0 oz/Acre (52.5 

g ai/ha) 以内 

移植 7日前まで 

(収穫 5ヶ月前まで) 

移植前全面

土壌処理 



③ 75％チフェンスルフロンメチル水和剤（カナダ） 

作物名 
1 回当たりの 

使用量 

本剤の 

使用回数 
使用時期 使用方法 

だいず 
5.5～8 g/ha 

(4.1～6.0 g 

ai/ha) 

1 回 

作物本葉展開期から開花期まで 

ただし、収穫 60 日前まで 
雑草茎葉 

散布 
トマト 定植 3週間後以降 

 

３．作物残留試験 

（１）分析の概要 

 【国内】 

① 分析対象の化合物 

・チフェンスルフロンメチル 

・3-(4-メトキシ-6-メチル-1,3,5-トリアジン-2-イルカルバモイルスルファモイ

ル)-2-チオフェンカルボン酸（以下、代謝物 Bという） 

・(3-アミノスルホニル)-2-チオフェンカルボン酸（以下、代謝物 Fという） 

・N-(4-メトキシ-6-メチル-1,3,5-トリアジン-2-イル)ウレア 

（以下、代謝物 Jという） 

・4-メトキシ-6-メチル-1,3,5-トリアジン-2-アミン（以下、代謝物 Lという） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）チフェンスルフロンメチル 

試料からアセトニトリルで抽出し、1 mol/L 塩酸を加えて pH 3～3.5 とし、酢酸

エチルに転溶する。そのまま液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-MS）を用いて

定量、又は 0.1 mol/L 炭酸水素ナトリウム溶液で抽出し、6 mol/L 塩酸を加えて pH 

3～3.5 として酢酸エチルに転溶する。中性アルミナカラム及びジオール（2OH）カ

ラムで精製した後、紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマトグラフ（HPLC-UV）

を用いて定量する。 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、1 mol/L 塩酸を加えて pH 3.5 として

代謝物 B 

代謝物 L 代謝物 J 

代謝物 F 



酢酸エチルに転溶する。0.1 mol/L 炭酸アンモニウム溶液で抽出し、ジクロロメタ

ンで洗浄した後、6 mol/L 塩酸を加えて pH 3.5 とし、ジクロロメタンに転溶する。

NH2カラムで精製し、1 mol/L 塩酸を加えて pH 3.5 とし、ジクロロメタンに転溶す

る。分取高速液体クロマトグラフィーにより溶出画分を採り、HPLC-UV を用いて定

量する。 

あるいは、試料からアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラムで精製す

る。0.1 mol/L 炭酸アンモニウム溶液で抽出し、ジクロロメタンで洗浄した後、 

6mol/L 塩酸を加えて pH 3.5 とし、ジクロロメタンに転溶する。中性アルミナカラ

ムで精製し、HPLC-UV を用いて定量する。 

 

ⅱ）代謝物 B 

試料からアセトニトリルで抽出し、リン酸を加えて pH 1 として酢酸エチルに転

溶する。炭酸緩衝液（pH 10）で抽出し、6 mol/L 塩酸を加えて pH 1 として酢酸エ

チルに転溶する。水（pH 3）・メタノール（1：1）混液を加えて加熱し、代謝物 L

に加水分解した後、酢酸エチルに転溶する。フロリジルカラムで精製し、高感度窒

素・リン検出器付きガスクロマトグラフ（GC-NPD）を用いて定量する。 

なお、チフェンスルフロンメチルと完全に分離定量はできない。 

 

ⅲ）代謝物 F 

試料からアセトニトリルで抽出し、6 mol/L 又は 1 mol/L 塩酸を加えて pH 1 にし

て、ヘキサンで洗浄後、酢酸エチルに転溶する。0.1 mol/L 炭酸アンモニウム溶液

で抽出し、6 mol/L 塩酸又は塩酸を加えて pH 1 にして、ジクロロメタンで洗浄後、

酢酸エチルに転溶する。NH2カラムで精製し、1 mol/L 塩酸を加えて pH 1 にして酢

酸エチルに転溶する。ベンゼン、ジメチルスルホキシド、ヨウ化メチル及び水素化

ナトリウムを加えて加温し、メチルエステル化した後、水を加え、酢酸エチルに転

溶する。そのまま又はフロリジルカラムで精製した後、GC-NPD を用いて定量する。 

 

ⅳ）代謝物 J 

試料からアセトニトリルで抽出し、ヘキサンで洗浄した後、ジクロロメタンに転

溶する。フロリジルカラムで精製した後、GC-NPD を用いて定量する。 

 

ⅴ）代謝物 L 

試料からアセトニトリルで抽出し、ヘキサンで洗浄した後、酢酸エチルに転溶す

る。フロリジルカラムで精製した後、GC-NPD を用いて定量する。 

 

定量限界：0.01 ppm 

 

【海外】 

① 分析対象の化合物 

・チフェンスルフロンメチル 

 

  ② 分析法の概要 

試料から酢酸エチルで抽出し、炭酸水素ナトリウム溶液に抽出する。塩酸で pH 3.5

にしてジクロロメタンに転溶した後、光分解-電気伝導度（Photoconductivity）検出



器付き高速液体クロマトグラフ（HPLC-PCD)を用いて定量する。 

または、試料からメタノール・リン酸水素二カリウム緩衝液（pH 8）（4：1）混液

で抽出し、－10℃で遠心分離する。上澄液に水を加え、3 mol/L 硫酸で pH 2.5～3.5

にした後、ジクロロメタンに転溶する。分取高速液体クロマトグラフィーにより溶出

画分を採り、HPLC-UV で定量する。 

あるいは、試料からアセトニトリル・リン酸水素二カリウム溶液（pH 7）（3：1）

混液で抽出し、0～5℃で遠心分離する。グラファイトカーボンカラムで精製した後、

液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で定量する。 

または、試料から 0.1 mol/L 炭酸水素ナトリウム溶液で抽出し、直接又は酢酸エチ

ルで洗浄した後、1.0 mol/L 塩酸で pH3.5 にしてジクロロメタンに転溶し、HPLC-PCD

を用いて定量する。    

 

定量限界：0.01～0.05 ppm 

 

（２）作物残留試験結果 

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙 1-1、海外で実施された

作物残留試験の結果の概要については別紙 1-2 及び 1-3 を参照。 

 

４．ADI 及び ARfD の評価 

食品安全基本法（平成 15 年法律第 48 号）第 24 条第 1 項第 1 号及び第 2 項の規定に基

づき、食品安全委員会あて意見を求めたチフェンスルフロンメチルに係る食品健康影響評

価において、以下のとおり評価されている。 

 

（１）ADI 

   無毒性量：0.96 mg/kg 体重/day（発がん性は認められなかった。） 

 （動物種） ラット 

 （投与方法） 混餌 

 （試験の種類） 慢性毒性/発がん性併合試験 

 （期間） 2 年間 

   安全係数：100 

   ADI：0.0096 mg/kg 体重/day 

 

（２）ARfD 

無毒性量：200 mg/kg 体重/day 

                ARfD 設定根拠資料①    発生毒性試験 

 （動物種） ラット 

 （投与方法） 強制経口 

ARfD 設定根拠資料②    発生毒性試験 

（動物種） ウサギ 

（投与方法） 強制経口 

                安全係数：100 

ARfD：2 mg/kg 体重 

 

 



５．諸外国における状況 

JMPR における毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国において米、

大豆等に、カナダにおいて大豆、トマト等に基準値が設定されている。 

 

６．基準値案 

（１）残留の規制対象 

チフェンスルフロンメチルとする。 

 

米国及びカナダにおいてもチフェンスルフロンメチル（親化合物のみ）を規制対象物

質と設定している。 

 

なお、食品安全委員会による食品健康影響評価においても、農産物中の暴露評価対象 

物質としてチフェンスルフロンメチル（親化合物のみ）を設定している。 

 

（２）基準値案 

別紙 2のとおりである。 

 

（３）暴露評価 

① 長期暴露評価 

1 日当たり摂取する農薬等の量の ADI に対する比は、以下のとおりである。詳細な

暴露評価は別紙 3参照。 

 

 TMDI／ADI(%)注） 

一般（1歳以上） 1.8 

幼小児（1～6歳） 3.9 

妊婦 1.7 

高齢者（65 歳以上） 1.9 

注）各食品の平均摂取量は、平成 17～19 年度の食品摂取頻度・摂 

取量調査の特別集計業務報告書による。 

TMDI 試算法：基準値案×各食品の平均摂取量 

 

② 短期暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、一般（1 歳以上）及び幼小児

（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量は急性参照用量（ARfD）を超えていない注）。詳 

細な暴露評価は別紙 4-1 及び 4-2 参照。 
注）基準値案を用い、平成 17～19 年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成 22 年度の厚

生労働科学研究の結果に基づき ESTI を推定した。 

 

（４）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品一般の

成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、残留基

準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。 

  



（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：<0.01/-/<0.01/-/<0.01

圃場B：<0.01/-/<0.01/-/<0.01

45, 61, 76 圃場C：<0.01/-/-/-/- (1回,45日)

36, 50, 68 圃場D：<0.01/-/-/-/- (1回,36日)

圃場A：<0.01/-/-/-/-

圃場B：<0.01/-/-/-/-

116 圃場A：<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

90 圃場B：<0.01/<0.01/<0.01/<0.01/<0.01

168 圃場A：<0.01/-/-/-/-

136 圃場B：<0.01/-/-/-/-
1

10 g/10 a
茎葉散布

6 kg/10 a
土壌処理

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわ
ゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付「残
留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回
数及び経過日数について（　）内に記載した。

2 1
大麦

（種実）

6 kg/10 a
土壌処理

4 1

2 0.15%粉粒剤 1 183

小麦
（種実）

75.0%水和剤

75.0%水和剤

0.15%粉粒剤2

98
10 g/10 a
茎葉散布

チフェンスルフロンメチル作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件 最大残留量（ppm）注）

【チフェンスルフロンメチル/代謝物B/
代謝物F/代謝物J/代謝物L】



(別紙1-2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

25 圃場A：<0.02
39 圃場B：<0.02

圃場C：<0.02
圃場D：<0.02
圃場E：<0.02
圃場F：<0.02
圃場G：<0.02
圃場H：<0.02
圃場I：<0.02

118 圃場J：<0.02
73 圃場K：<0.02
108 圃場L：<0.02
87 圃場M：<0.02
85 圃場N：<0.02

35 g ai/ha
散布

41 圃場A：<0.02 (#)
注2)

圃場B：<0.02 (#)
圃場C：<0.02 (#)

77 圃場D：<0.02 (#)
118 圃場E：<0.02 (#)
73 圃場F：<0.02 (#)
76 圃場G：<0.02 (#)
48 圃場H：<0.02 (#)
120 圃場I：<0.02 (#)
140 圃場J：<0.02 (#)

113,129 圃場K：<0.02 (#)
108 圃場L：<0.02 (#)
106 圃場M：<0.02 (#)
67 圃場N：<0.02 (#)
67 圃場O：<0.02 (#)
83 圃場P：<0.02 (#)

63.1 g ai/ha
散布

39 圃場A：<0.01

圃場A：<0.02 (#)
圃場B：<0.02 (#)

77 圃場A：<0.02 (#)
140 圃場B：<0.02 (#)
76 圃場A：<0.02 (#)
48 圃場B：<0.02 (#)
120 圃場C：<0.02 (#)
140 圃場D：<0.02 (#)

113,129 圃場E：<0.02 (#)
108 圃場F：<0.02 (#)
42 圃場A：<0.02
73 圃場B：<0.02
42 圃場C：<0.02

62 圃場A：<0.02
79 圃場B：<0.02

1
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
23.8 g ai/ha

散布
1 79 圃場A：<0.02

56 圃場A：<0.02
69 圃場B：<0.02
68 圃場C：<0.02

21.0 g ai/ha
航空散布

56 圃場A：<0.02
68 圃場B：<0.02

44.9 g ai/ha
航空散布

52.6 g ai/ha
航空散布

105 g ai/ha
航空散布

70.1 g ai/ha
航空散布

87.6 g ai/ha
航空散布

67

1

2

90

チフェンスルフロンメチル海外作物残留試験一覧表(米国)

農作物
試験

圃場数
試験条件

最大残留量
注1)

（ppm）

42

35.1 g ai/ha
散布

42

70.1 g ai/ha
散布

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

40

41

63.8 g ai/ha
散布

1 97

1

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

76

113,129

1
280 g ai/ha

散布
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

2

2

6

1

140 g ai/ha
散布

2

90

圃場O：<0.02

圃場B：<0.02

69 圃場C：<0.02

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1

1

8.76 g ai/ha
散布

圃場D：<0.02

圃場D：<0.02

23.8 g ai/ha
航空散布

70.8 g ai/ha
散布

17.5 g ai/ha
散布

1

圃場D：<0.02

42

1

62

47 g ai/ha
航空散布

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

47 g ai/ha
散布

1

16.8 g ai/ha
散布

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

621

圃場A：<0.02 (#)

圃場A：<0.02 (#)

圃場A：<0.02 (#)
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1

小麦
(子実)

1
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

16
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
1

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

15 1

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

4

4
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
1

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

4



(別紙1-2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

チフェンスルフロンメチル海外作物残留試験一覧表(米国)

農作物
試験

圃場数
試験条件

最大残留量
注1)

（ppm）

97 圃場A：<0.02
99 圃場B：<0.02

35 g ai/ha
航空散布

40 圃場A：<0.02
41 圃場B：<0.02
108 圃場C：<0.02

圃場D：<0.02
圃場E：<0.02

83 圃場F：<0.02
113 圃場G：<0.02
60 圃場H：<0.02
89 圃場I：<0.02
62 圃場J：<0.02
116 圃場K：<0.02
69 圃場A：<0.02
83 圃場B：<0.02
62 圃場C：<0.02

108 圃場A：<0.02 (#)
圃場B：<0.02 (#)
圃場C：<0.02 (#)

113 圃場D：<0.02 (#)
77 圃場E：<0.02 (#)
88 圃場F：<0.02 (#)
60 圃場G：<0.02 (#)
89 圃場H：<0.02 (#)
62 圃場I：<0.02 (#)
116 圃場J：<0.02 (#)
69 圃場A：<0.02 (#)
88 圃場B：<0.02 (#)
70 圃場C：<0.02 (#)
62 圃場D：<0.02 (#)
77 圃場A：<0.02 (#)
60 圃場B：<0.02 (#)
108 圃場A：<0.05
49 圃場B：<0.05
97 圃場C：<0.02
61 圃場D：<0.02

70.1 g ai/ha
航空散布

119 圃場A：<0.02 (#)
102 圃場B：<0.02 (#)
117 圃場C：<0.02 (#)
100 圃場D：<0.02 (#)
135 圃場A：<0.02 (#)
82 圃場B：<0.02 (#)
147 圃場C：<0.02 (#)
154 圃場D：<0.02 (#)
80 圃場E：<0.02 (#)
102 圃場F：<0.02 (#)
127 圃場G：<0.02 (#)
137 圃場H：<0.02 (#)
126 圃場I：<0.02 (#)
117 圃場A：<0.02 (#)
89 圃場B：<0.02 (#)
100 圃場C：<0.02 (#)
135 圃場A：<0.02 (#)
82 圃場B：<0.02 (#)
80 圃場C：<0.02 (#)
102 圃場D：<0.02 (#)

圃場E：<0.02 (#)
圃場F：<0.02 (#)

137 圃場G：<0.02 (#)
126 圃場H：<0.02 (#)
118 圃場I：<0.02 (#)

67

49

80

87.6 g ai/ha
航空散布

16.1 g ai/ha
散布

31.5 g ai/ha
散布

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1

1

35.1 g ai/ha
航空散布

4

9

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

61

圃場D：<0.02

圃場A：<0.05 (#)

4 1

140 g ai/ha
散布

17.5 g ai/ha
散布

70

127

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

35.1 g ai/ha
航空散布

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

圃場A：<0.02 (#)

1

35.1 g ai/ha
散布

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

11 1

70.1 g ai/ha
散布

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1

1

10 1

1

圃場C：<0.02

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

2 1

35.1 g ai/ha
散布

1

52.6 g ai/ha
散布

67

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

3

9

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

4
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

とうもろこし
（子実）

4

1

1

大麦
（子実）

3
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
1

105 g ai/ha
散布

1

52.5 g ai/ha
散布



(別紙1-2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

チフェンスルフロンメチル海外作物残留試験一覧表(米国)

農作物
試験

圃場数
試験条件

最大残留量
注1)

（ppm）

82 圃場A：<0.02 (#)
80 圃場B：<0.02 (#)
102 圃場C：<0.02 (#)
127 圃場D：<0.02 (#)
137 圃場E：<0.02 (#)

119 圃場A：<0.02 (#)
102 圃場B：<0.02 (#)
117 圃場C：<0.02 (#)
127 圃場A：<0.02 (#)

45 圃場A：<0.05 (#)
65 圃場B：<0.05 (#)

70  g ai/ha
散布

圃場A：<0.05 (#)
圃場B：<0.05 (#)

51 圃場C：<0.05 (#)
57 圃場D：<0.05 (#)

圃場E：<0.05 (#)
圃場F：<0.05 (#)
圃場G：<0.05 (#)
圃場H：<0.05 (#)
圃場I：<0.05 (#)
圃場J：<0.05 (#)
圃場K：<0.05 (#)

56 圃場L：<0.05 (#)
58 圃場M：<0.05 (#)
67 圃場N：<0.05 (#)

17.5 g ai/ha
航空散布

35.1  g ai/ha
航空散布

圃場A：<0.05
圃場B：<0.05
圃場C：<0.05
圃場D：<0.05
圃場E：<0.05

54 圃場F：<0.05
59 圃場G：<0.05
76 圃場H：<0.05
78 圃場I：<0.05

圃場A：<0.05
圃場B：<0.05
圃場C：<0.05
圃場D：<0.05
圃場E：<0.05

54 圃場F：<0.05
59 圃場G：<0.05
76 圃場H：<0.05
78 圃場I：<0.05

21.1 g ai/ha 圃場A：<0.05
散布 圃場B：<0.05

19.8 g ai/ha
散布

77 圃場A：<0.02 (#)
79 圃場B：<0.02 (#)
81 圃場C：<0.02 (#)

圃場D：<0.02 (#)
圃場E：<0.02 (#)
圃場F：<0.02 (#)
圃場G：<0.02 (#)

83 圃場A：<0.02 (#)
圃場B：<0.02 (#)
圃場C：<0.02 (#)

92 圃場D：<0.02 (#)

亜麻
(種子)

圃場C：<0.05

べにばな
(種子)

68

59

61

3
75 %

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
1

82

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

15 g ai/ha
散布

1

84

129

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1

81

17.5 g ai/ha
散布

118

3

1

118

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1

3

1

36

60

60

8.76 g ai/ha
散布

59

7

1

70.1  g ai/ha
散布

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

4 g ai/ha
散布

11

63.0 g ai/ha
散布

60

圃場A：<0.05 (#)

1
25 %

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

25 %
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1

9

圃場A：<0.05 (#)

108

9

圃場F：<0.02 (#)

63.1 g ai/ha
散布

7.71 g ai/ha
散布

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

2 1

圃場A：<0.02

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

1 591

14

70.1 g ai/ha
散布

圃場C：<0.05 (#)

60

圃場A：<0.02 (#)

25%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

6

1

圃場B：<0.02 (#)

140 g ai/ha
散布

1

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

17.5 g ai/ha
散布

1

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

30  g ai/ha
散布

14

だいず
(種子)

75 %
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ



(別紙1-2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

チフェンスルフロンメチル海外作物残留試験一覧表(米国)

農作物
試験

圃場数
試験条件

最大残留量
注1)

（ppm）

圃場A：<0.02
圃場B：<0.02
圃場C：<0.02
圃場D：<0.02
圃場E：<0.02
圃場F：<0.02
圃場G：<0.02
圃場H：<0.02
圃場I：<0.02
圃場J：<0.02
圃場K：<0.02
圃場L：<0.02
圃場M：<0.02

63 圃場A：<0.02
64 圃場B：<0.02
174 圃場A：<0.02
187 圃場B：<0.02
133 圃場C：<0.02
156 圃場D：<0.02
160 圃場E：<0.02
174 圃場F：<0.02
123 圃場G：<0.02
137 圃場H：<0.02
158 圃場I：<0.02
196 圃場J：<0.02
158 圃場K：<0.02
175 圃場L：<0.02
153 圃場M：<0.02
167 圃場N：<0.02
157 圃場O：<0.02
171 圃場P：<0.02
175 圃場Q：<0.02
189 圃場R：<0.02

1
50%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
158  g ai/ha
土壌処理

1 133 圃場A：<0.02 (#)

棉実
(種子)

なたね
(種子)

1
50%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
18

31.5 g ai/ha
土壌処理

63

13
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
15 g ai/ha
土壌処理

1

2
75%

ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ
30 g ai/ha
土壌処理

1

注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体
で示した。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留
試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１
０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

62

64



(別紙1-3)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
10.1  g ai/ha

散布 圃場A：<0.01 (#)
注2)

10.2  g ai/ha
散布

圃場B：<0.01 (#)

10.5  g ai/ha
散布

42 圃場C：<0.01 (#)

10.6 g ai/ha
散布

47 圃場D：<0.01 (#)

5.94 g ai/ha
散布

43 圃場A：<0.01

6.05 g ai/ha
散布

圃場B：<0.01

圃場C：<0.01
45 圃場D：<0.01
42 圃場E：<0.01
46 圃場F：<0.01
41 圃場G：<0.01
44 圃場H：<0.01

圃場I：<0.01
圃場J：<0.01

49 圃場K：<0.01

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

チフェンスルフロンメチル海外作物残留試験一覧表(カナダ)

農作物
試験

圃場数
試験条件

最大残留量
注1)

（ppm）

75%
ﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合
の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残
留量。（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験
条件を斜体で示した。

トマト
(果実)

6.17 g ai/ha
散布

6.39 g ai/ha
散布

45

6.28 g ai/ha
散布

4

11

1

1

41

41



農薬名 チフェンスルフロンメチル
（別紙２）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 0.05 0.1 ○ 0.05 米国 【<0.01-<0.02(#)(n=64)(米国)】

大麦 0.05 0.1 ○ 0.05 米国 【<0.02-<0.05(#)(n=37)(米国)】
ライ麦 0.1
とうもろこし 0.05 0.1 IT 0.05 米国 【<0.02(#)(n=38)(米国)】
そば 0.1
その他の穀類 0.05 0.1 IT 0.05 米国 【米国小麦参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.1 0.1 IT 0.10 米国 【<0.05(#)(n=37)(米国)】
小豆類 0.1
えんどう 0.1
そら豆 0.1
らっかせい 0.1

その他の豆類 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.05zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.07 IT 0.07 カナダ 【<0.01(#)(n=15)(カナダ)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
べにばなの種子 0.05 IT 0.05 米国 【<0.05(n=3)(米国)】
綿実 0.02 0.02 IT 0.02 米国 【<0.02(#)(n=19)(米国)】
なたね 0.02 0.02 IT 0.02 米国 【<0.02(n=15)(米国)】
その他のオイルシード 0.02 0.02 IT 0.02 米国 【<0.02(#)(n=11)(亜麻)(米国)】zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 0.1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。

(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。
「登録有無」の欄に「IT」の記載があるものは、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請に基づく基準値設定依頼がなされたものであることを示している。

外国
基準値
ppm

参考基準値



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

一般
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

小麦 0.05 3.0 2.2 3.5 2.5
大麦 0.05 0.3 0.2 0.4 0.2
とうもろこし 0.05 0.2 0.3 0.3 0.2
その他の穀類 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.1 3.9 2.0 3.1 4.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.07 2.2 1.3 2.2 2.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
べにばなの種子 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
綿実 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
なたね 0.02 0.1 0.1 0.1 0.1
その他のオイルシード 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0

計 9.8 6.2 9.7 10.2
ADI比（％） 1.8 3.9 1.7 1.9

TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量

チフェンスルフロンメチル推定摂取量 （単位：μg／人／day)

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)



（別紙4-1）

食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重

/day)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 0.05 0.05 0.1 0

大麦 0.05 0.05 0.0 0

麦茶 0.05 0.05 0.0 0

とうもろこし スイートコーン 0.05 0.05 0.6 0

大豆 大豆 0.1 0.1 0.1 0

トマト トマト 0.07 0.07 0.8 0
ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

チフェンスルフロンメチル推定摂取量（短期）：一般(1歳以上)

大麦

評価に用いた
数値
(ppm)



（別紙4-2）

食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg 体重

/day)

ESTI/ARfD
(%)

小麦 小麦 0.05 0.05 0.1 0
大麦 0.05 0.05 0.0 0

とうもろこし スイートコーン 0.05 0.05 1.2 0
大豆 大豆 0.1 0.1 0.1 0
トマト トマト 0.07 0.07 1.9 0

チフェンスルフロンメチル推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

大麦

評価に用いた
数値
(ppm)

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。
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答申

チフェンスルフロンメチル

残留基準値

食品名

ppm
小麦 0.05
大麦 0.05
とうもろこし 0.05

その他の穀類注1） 0.05
#N/A#N/A大豆 0.1
#N/A#N/Aトマト 0.07
#N/A#N/Aべにばなの種子 0.05

綿実 0.02
なたね 0.02

その他のオイルシード注2） 0.02
#N/A #N/A

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小
麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のも
のをいう。

注2）「その他のオイルシード」とは、オイルシード
のうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばなの
種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをい
う。
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